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「本気の学び」の歩みはまだまだ止まりません。２つの講演会を実施しました。

２月１９日（木）、２・３年生を対象に ２月２６日（木）、１年生を対象に
「薬物乱用防止教室」を開催しました。 「親子性教育講話」を開催しました。

【講師】 学校薬剤師 井上 善博 先生 【講師】産婦人科医 塚本 大空 先生

【内容】〇薬の効用と取扱いについて 【内容】〇二次性徴について
〇薬物の種類について 〇プライベートパーツについて
〇薬物の危険性について 〇多様な性について
〇ロールプレイ 〇性情報の処理について
（薬物使用を誘われた時の断り方）

【お礼の言葉】保体副委員長：川田 凪海さん
今回は、私たちのためにこのような機会をつくってく
ださりありがとうございました。これまで「性」につい
て深く考える機会は少なかったですが、この講話で
「お互いを尊重することの大切さ」「自分らしく生き
ること」などを改めて学ぶことができました。今日教
えていただいたことを忘れず、自分も周りの人を大
切にしていきたいと思います。

この一年の「本気の学び」の締めくくり
２月２５日（水）、令和７年度 西大村中学校「OMURA未来塾」の閉講式が開催されました。
今年の６月から始まった「OMURA未来塾」が１年間の締めくくりを迎えました。
今年度は、１年生：８名、２年生：１３名、３年生：１３名の生徒が、週２回（火・木）に実施され

る地域住民の方々の支援を受けながら「自らの学び」の向上に向けて挑戦しました。
本校生徒の基礎学力を支える、とても素敵な取組です。
次年度はもっとたくさんの生徒たちが挑戦してくれることを願っています。

【閉講式次第】
（１）開会 （２）教育政策監あいさつ
（３）校長あいさつ （４）生徒代表あいさつ （５）閉会

【生徒代表あいさつ】 ３年生：甲斐 陸斗さん
本日、無事に閉講式を迎えることができました。
講師の先生方、そして私たちを支えてくださった皆様、１年間、本当にありがとうございました。
振り返ると、１年前の私は、受験に対して大きな不安を抱えていました。「何から手を付ければいいのか」

「苦手な教科をどう克服すればいいのか」と、一人で悩むことも多かったです。
しかし、この未来塾で先生方に出会い、その不安は少しずつ無くなっていきました。先生方は、私たちが「分

からない」と立ち止まったとき、いつも隣で優しく、そして私たちが納得できるまでていねいに指導してください
ました。そのおかげで、解けなかった問題が解けるようになる喜びを知り、「自分ならできる」と自信をもって受
験に臨むことができました。
また、ここで共に過ごした仲間の存在も大きかったです。みんなが集中して取り組む姿に刺激を受け、最後

までやり通すことができました。
この１年間で身についたのは、単なる知識だけではありません。自分から学習に向かう習慣や目標に向か

って努力し続ける力です。ここで学んだことは大きな財産になりました。
春からは、それぞれが新しい環境へと進みます。高校生活ではさらに難しい壁にぶつかることもあるかと思

いますが、未来塾で学んだことを生かして精一杯頑張っていきたいと思います。
最後になりますが、これまで私たちを温かく見守り、導いてくださった先生方、本当にありがとうございまし

た。

「プライオン 思いを力に！」



令和７年度 第４４回 大村市青少年健全育成研究大会
２月２８日（土）、大村市コミュニティセンター大会議室におきまして、標記大会が開催されました。
この大会においても、本校生徒が「本気の学び」で得た成果を発揮してくれましたので紹介します。

【意見発表の部】発表者 小学生：４名、中学生：３名

以前、この通信でも紹介しました、２年生の原 龍ノ介さんが、
「不登校を乗り越えて見えた人権の意味」について、堂々と発表しました。
会場には、彼の小学生時代の先生方が居られましたが、原さんの成長を大変喜んでおられました。

【非行・事故防止（明るい家庭づくり）ポスター入賞者】

１０２０の出展があったポスターの中で、１年生の山下 結夢さんと２年生の林田 樹季さんが
見事、佳作に入選し表彰されました。おめでとうございます。

少し前の話しですが・・・
令和８年２月１７日（火）、１８日（水）は、長崎県公立高等学校入学者選抜の一般選抜学力検査が
実施されました。この両日は、ほとんどの３年生がそれぞれの高校で真剣勝負に臨んでいました。
この時、学校には、既に進路が決定した生徒たちが登校して、「立つ鳥運動」に汗を流しました。

「立つ鳥運動」とは、中学校を卒業する生徒たちが、３年間お世話になった学び舎を、ピカピカに磨き
上げたり、整理や整備をしたりして感謝の気持ちを込めて巣立っていく取組のことです。
その様子を少し紹介します。

３年生、「最後の挑戦」に感謝 吹奏楽部、最後の挑戦と創造

今、学校は朝から歌声が響いています。 いよいよ、本校吹奏楽部が１年間
卒業式で、後輩たちに最後の立派な姿を見せようと、 の総決算である定期演奏会に臨みま
旧生徒会メンバーを中心に、校長室に直談判に立ち上がりま す。時間がある方は、是非とも足を

した。内容は、「朝練習を認めてほしい」ということ。 運んでくださいね。よろしくお願い
どれだけの生徒たちを巻き込んで、いいものを創造できるか、 します。３月１５日１４時開演

最後の挑戦です。この生徒たちの主体的な行動が何よりも嬉し
い。このように風を起こそうとする者。これに反応してともに
行動しようとする者。このような生徒の存在が、本校の強みで
あり、現在の輝きと新たな伝統をつくっているのだと確信しま
す。この動きは、他学年にも広がってきています。
卒業式が楽しみです。３年生の皆さん、頼んだぞ！！
この学び舎ともいよいよお別れですね・・・


